
 

第 119 回日展 

   第 4 科（工芸美術） 審査所感 
 

 

                   審査主任 春 山 文 典   
 
 
 

 搬入前の夏の酷暑に続いて、9 月の大雨の影響を心配したが、第 119 回日展（第 4 科）工芸

美術は結論から述べると応募数は前回より 23 点の減少にとどまり、入選者数はプラス５名と

なった。 

特筆するべきは新入選者が 48名となった。これは驚異的な事象であり、なんと入選数の 10%

となる。 

内容も実に多種多様な素材、技法を駆使し表現で魅力を強く感じさせてくれた。 

又、今回より新たな賞「未央賞」が新設された。工芸美術での選考は賞の目的、主旨を汲みし

た作品 5点を決定した。 

今回、様々な年齢層の方、感性の若々しい作品、力のある作品であった。 

次回以降どのような作品が受賞されていくか、賞が成長されていく姿が楽しみである。 

 

 

 

                         搬入数  564 点 

                         入選数   462 点 

                                        （内新入選）    48 点 


